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高病原性鳥インフルエンザの発生と対応状況について 

１ 淡路市における発生事例 

(1) 農場の概要   

淡路市 採卵鶏農場（飼養羽数：145,024羽） 

(2) 経 過 

① 11月25日(水)、飼養鶏に異常が認められる旨、当該農場から淡路家畜保健衛生所に通報 

② 同日21時、家畜保健衛生所において遺伝子検査（PCR検査）を行った結果、Ｈ５亜型と判明

し、同日22時、高病原性鳥インフルエンザの「疑似患畜」と決定 

(3) 県の初動対応 

① 「兵庫県鳥インフルエンザ対策本部」並びに「兵庫県鳥インフルエンザ対策淡路地方本部」の設置 

② 当該農場の飼養鶏の殺処分及び殺処分鶏の焼却、汚染物品の処理 

③ 当該農場からの３km圏内の移動制限区域(0戸)、10km圏内の搬出制限区域(7戸)の設定 

④ 消毒ポイントを７か所設置（淡路市） 

⑤ 総合相談窓口の開設（開設日:11月27日、開設時間:9時～17時(平日のみ)） 

相談件数：20件 ＜12月16日現在＞ 

(4) 発生農場の防疫措置 

① 鶏の殺処分 

     11月25日(水)22時30分開始 ～ 11月28日(土)12時終了 

② 汚染物品(飼料、鶏糞等)の処理、鶏舎等の消毒 

12月３日(木)17時終了 → 防疫措置完了 
③ 殺処分鶏の焼却 

    11月27日(金)開始 ～ 12月10日(木)18時終了 

【参考】作業従事者数（延べ） 

         県1,434人、国68人、他県15人、自衛隊800人 計2,317人 

 

(5) 発生農場周辺における措置と今後の予定 

① 搬出制限区域の解除 

12月14日(月)０時に搬出制限区域を解除（発生農場の防疫措置完了後10日） 

② 移動制限区域の解除 

12月25日(金)０時に移動制限区域を解除予定（発生農場の防疫措置完了後21日） 

③ 消毒ポイントの廃止 

移動制限区域解除後、全ての消毒ポイントを廃止予定 
(6) 発生事例を踏まえた県内養鶏場への対応 

 ① 情報提供と注意喚起 

消毒の徹底、防鳥ネットの異常の有無、農場への立入制限、異常家きんが確認された場合の 
家保への早期通報の徹底等について、全国で発生するたびに情報提供と注意喚起 

② 県内一斉消毒の実施 

・消石灰等による鶏舎周辺等の消毒をこれまで２回実施済 

・３回目を年明けに実施予定 

③ 飼養衛生管理の自己点検の実施 

    12月に入り、100羽以上飼養施設において防鳥ネットの不備や壁・天井などの隙間等の自己 

    点検を実施。その結果報告を受けた家畜保健衛生所が遵守できていない農家に対し改善指導 

作成年月日 令和２年12月21日 

作成部局 

課室名 

農政環境部農林水産局 

畜産課 
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２ 岡山県美作市における発生事例 

(1) 農場の概要   

岡山県美作市 育雛場（飼養羽数：644,525羽） 

(2) 経 過 

① 12月11日(金)、遺伝子検査(PCR検査)の結果、Ｈ５亜型と判明し「疑似患畜」と決定 

  ② 発生農場から10km圏内に本県佐用町と上郡町が含まれることが判明 

(3) 本県の対応 

① 搬出制限区域の設定（ただし、農水省と協議し卵の出荷は可能［12/11～］） 

佐用町 採卵鶏農場１戸（約10万羽飼養） 

② 消毒ポイントを２か所設置（佐用町、上郡町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈問い合わせ先〉 農政環境部農林水産局畜産課衛生飼料班 TEL 078-362-3457 


